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平
成
28
年
2
月
20
日
（
土
）
、
群
馬

県
太
田
市
に
あ
っ
た
広
徳
寺
が
、
こ

の
度
縁
あ
っ
て
埼
玉
県
本
庄
市
に
移

転
・
開
山
い
た
し
ま
し
た
。
同
時
に

お
骨
仏
開
眼
法
要
を
厳
修
い
た
し
ま

し
た
。
遠
方
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方

が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
徳
寺

栗
原
住
職
（
尼
僧
）
は
、

在
家
か
ら
出
家
得
度
さ
れ
、
コ
ツ
コ

ツ
と
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
女
性

の
か
け
込
み
寺
を
作
り
た
い
と
の
念

願
が
叶
い
、
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え

ら
れ
た
お
寺
が
開
山
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

平
成
28
年
3
月
20
日
（
日
）
お
骨
仏

「
花
法
要
」
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。

お
花
に
囲
ま
れ
た
お
骨
仏
様
の
彼
岸

法
要
で
す
。
お
骨
仏
に
納
骨
さ
れ
た

皆
さ
ん
と
一
緒
に
般
若
心
経
を
奉
読

致
し
ま
し
た
。
参
列
さ
れ
た
方
か
ら

「
春
が
ひ
と
足
早
く
来
た
よ
う
で
い

い
お
彼
岸
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
嬉

し
い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
彼
岸
は
春
と
秋
、
春
分
の
日
と
秋

分
の
日
を
中
日
と
し
て
、
前
後
3
日

を
合
わ
せ
た
7
日
間
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
「
彼
岸
」
と
い
う
言
葉
は
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
パ
ー
ラ
ミ
タ

ー(

波
羅
蜜
多)

」
の
漢
訳
「
到
彼

岸
」
を
略
し
た
も
の
で
、
ご
先
祖
様

や
故
人
が
暮
ら
し
て
い
る
場
所
を
彼

岸(

ひ
が
ん)

と
言
い
、
私
た
ち
が
暮

ら
し
て
い
る
場
所
を
此
岸(

し
が
ん)

と
言
い
ま
す
。
彼
岸
は
煩
悩
や
迷
い

が
な
い
悟
り

の
境
地
の
場

所(

極

楽

浄

土)

、
此
岸
は

煩
悩
や
悩
み

に
満
ち
た
世

界
で
す
。

涅
槃
の
世
界
を
「
西
方
浄
土
」
と
呼

ぶ
こ
と
が
あ
る
と
お
り
、
彼
岸
は
西

に
位
置
し
、
此
岸
は
東
に
位
置
し
て

い
る
と
い
わ
れ
、
太
陽
が
真
東
か
ら

昇
っ
て
真
西
に
沈
む
春
分
の
日
と
秋

分
の
日
は
、
彼
岸
と
此
岸
が
も
っ
と

も
通
じ
や
す
い
日
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。
お
彼
岸
に
は
、
今
日
あ

る
自
分
を
育
て
て

く
れ
た
ご
先
祖
様

に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
自
ら
も
彼

岸
に
到
達
で
き
る

よ
う
普
段
の
生
活

の
中
で
正
し
い
行

い
を
心
が
け
て
み

ま
し
ょ
う
。

本
寿
院

埼
玉
別
院

広
徳
寺

埼
玉
県
本
庄
市
に
開
山
い
た
し
ま
し
た

発
行
所

本
寿
院

発
行
責
任
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広
徳
寺
住
職

栗
原
道
廣
（
尼
僧
）

と
申
し
ま
す
。
平
成
6
年
7
月
に

出
家
得
度
い
た
し
ま
し
て
、
仏
様

と
ご
縁
を
持
っ
て
22
年
目
に
な
り

ま
す
。
仏
様
の
教
え
を
広
く
伝
え

よ
う
と
「
心
の
お
寺
」
を
開
山
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
の
人
生
は
自
分
が
主
役
で

す
。
ど
う
生
き
る
か
は
自
分
の
心

ひ
と
つ
で
す
。
で
も
、
ど
う
生
き

る
か
に
つ
ま
ず
き
、
悩
ん
で
し
ま

っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
い
つ
で
も
ご
相

談
下
さ
い
。
ま
た
、
子
育
て
の
悩

み
・
育
児
相
談
も
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。
写
経
会
や
土
仏
教
室
、
尼
カ

フ
ェ
な
ど
の
仏
教
講
座
も
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

合
掌

戒
名
は
死
ん
で
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
「
生
前

に
授
か
る
も
の
」
で
す
。
戒
名
と
は
？
戒
名
は

必
要
な
の
？
そ
ん
な
皆
さ
ん
か
ら
の
疑
問
・
質

問
に
お
答
え
し
な
が
ら
お
話
し
て
お
り
ま
す
。

ご
自
分
の
戒
名
、
ま
た
ご
両
親
の
戒
名
、
亡
く

な
っ
た
方
の
戒
名
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
主
催
者
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
の
で
お
申
込

は
直
接
お
願
い
し
ま
す
。

戒名講座
◆
ご
先
祖
「
お
盆
の
合
同
法
要
」

本
寿
院
で
は
、
7
月
と
8
月
の
両
月

に
合
同
法
要
を
厳
修
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
法
要
は
宗
派
を
問
わ
ず
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
当
院
以

外
で
葬
儀
や
戒
名
を
授
か
っ
た
方
で

も
ご
参
列
い
た
だ
け
ま
す
。
申
込
順

(

定
員
45
名)

に
て
締
め
切
り
ま
す
の

で
お
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時：

〈
７
月
盂
蘭
盆
会
〉

7
月
8
日
（
金
）
11
時
・
13
時

7
月
9
日
（
土
）
11
時
・
13
時

7
月
10
日
（
日
）
11
時
・
13
時

〈
８
月
盂
蘭
盆
会
〉

8
月
13
日
（
土
）
11
時
・
13
時

8
月
14
日
（
日
）
11
時
・
13
時

8
月
15
日
（
月
）
11
時
・
13
時

■
供
養
料：

1
万
円

■
会

場：

本
寿
院

※
ご
都
合
が
つ
か
ず
来
院
で
き
な
い

場
合
は
願
主
に
か
わ
っ
て
ご
供
養

の
上
、
塔
婆
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
ご
自
宅
に
お
供
え
下
さ
い
。

※
お
申
込:

本
寿
院

法
事
部

０
３
（
３
７
７
２
）
８
８
８
９

お
盆
の
お
知
ら
せ

木
村

昭
二
郎
様
よ
り
阿
弥
陀
三
尊

像
並
び
に
雲
中
供
養
菩
薩
を
ご
奉
納

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■西方山 広徳寺

〒367-0212

埼玉県本庄市児玉町児玉1504-3

電話：0495-73-4109

メール：koutokuji@otera.net

ＨＰ：www.otera.net/koutokuji/

【ご供養・ご祈願】

・先祖供養（要予約）

・水子供養（要予約）

・戒名の会（生前戒名・没後戒名）

・人形供養（毎月第4日曜11時）

・不動護摩祈願（毎月28日14時）

【仏教講座】

・毎月第1日曜日午前 写経

午後 土仏

・毎月第3日曜日10時 尼カフェ

【アクセス】

・八高線「児玉駅」より徒歩10分

・上越新幹線「本庄早稲田駅」

より車で15分

※東京より新幹線で1時間程です。

駐車場（16台）もございます。

■
6
月
6
日(

月)

西
武
池
袋
本
店

池
袋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

０
３(

５
９
４
９)

５
４
８
６

■
7
月
12
日(

火)

埼
玉
県
久
喜
市

セ
ブ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
久
喜

０
４
８
０(

２
３)

６
９
９
１

■
7
月
17
日(

日)

神
奈
川
県
厚
木

セ
ブ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
厚
木

０
４
６(

２
２
４)

２
１
１
１

■
8
月
5
日(

金)

東
京
都
足
立
区

セ
ブ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
西
新
井

０
３(

５
８
８
８)

３
２
２
１

■
9
月
15
日(

木)

西
武
池
袋
本
店

池
袋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

０
３(

５
９
４
９)

５
４
８
６

■
10
月
2
日(

日)

横
浜
そ
ご
う
10
階

「
戒
名
個
別
相
談
」

※
当
日
は
つ
ち
ぼ
と
け
展
開
催
中
に

つ
き
個
別
の
予
約
制
の
相
談
と
な

り
ま
す(

講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん)

■
8
月
17
日
（
水
）
千
葉
県
千
葉
市

セ
ブ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
蘇
我

０
４
３(

２
０
９)

１
３
０
０

■
10
月
20
・
21
日

宮
城
県
仙
台
市

■
11
月
25
日(

予
定)

福
島
県
郡
山
市

◆
お
盆
の
「
水
子
総
供
養
」

年
に
一
度
の
お
盆
の
水
子
総
供
養
を
厳

修
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ

ご
参
拝
く
だ
さ
い
。
本
法
要
は
9
時
半

か
ら
13
時
半
ま
で

続
け
て
法
要
を
厳

修

し

て

お

り

ま

す
。
ご
参
列
さ
れ

る
方
は
、
時
間
内

に
ご
自
由
に
お
参

り
く
だ
さ
い
。

■
日
時:

8
月
28
日
（
日
）

9
時
半
～
13
時
半

■
会
場:

サ
ン
セ
ル
モ
玉
泉
院

野
沢
会
館

（
世
田
谷
区
野
沢
2-

26-

4
）

■
ア
ク
セ
ス:

田
園
都
市
線

「
駒
澤
大
学
」
徒
歩
7
分

■
問
合
せ:

本
寿
院

法
事
部

０
３(

３
７
７
２)

８
８
８
９

※
当
日
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
本
寿

院
供
養
堂
で
は

な
く
、
サ
ン
セ

ル
モ
玉
泉
院

野
沢
会
館
に
て

厳
修
い
た
し
ま

す
。

お骨仏「花法要」
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つちぼとけ教室

■
本
寿
院
教
室

第
２
月
曜
日
13
時
～

■
本
寿
院
教
室

第
１
木
曜
日
13
時
～

■
本
寿
院
教
室

第
４
土
曜
日
13
時
～

※
6
月
よ
り
第
1
土
曜
日
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

手
元
供
養
の
ご
案
内

お
遺
骨
を
つ
ち
ぼ
と
け
の
胎
内

に
入
れ
て
ご
自
宅
で
ご
供
養
で

き
る
手
元
供
養
。
住
職
が
手
作

り
し
ま
す
。
遺
影
を
持
参
く
だ

さ
い
。
造
仏
に
2
ヶ
月
程
か
か

り
ま
す
。

手
元
供
養
仏：

５
万
円

手元供養

海
へ
の
散
骨

■
平
成
28
年
10
月
7
日
（
金
）

海
へ
の
自
然
葬
（
散
骨
）
。
定

員
ま
で
乗
船
で
き
ま
す
。
僧
侶

が
同
乗
し
ご
供
養
の
な
か
で
の

散
骨
式
と
な
り
ま
す

散
骨
費
用：

８
６
、
４
０
０
円

担
当：

吉
村
副
住
職

散骨

横
浜
浄
苑
「
あ
り
が
塔
」

み
ん
な
で
入
る
お
墓
（
合
祀

墓
）
が
横
浜
市
瀬
谷
区
に
あ
り

ま
す
。
平
成
28
年
度
秋
法
要
の

日
時
が
11
月
6
日(

日)

に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

一
心
（
合
祀
）:

８
万
円

本
寿
（
個
別
33
年
）:

30
万
円

日
光

尊
星
王
壇

山
の
お
寺
の
納
骨
堂
。
清
々
し

い
気
分
に
な
る
お
寺
で
す
。

個
人
壇：

３
万
円

家
族
壇：

20
万
円

霊
符
山

尊
星
王
院

担
当：

菅
原

横浜のお墓

日光のお墓

お
骨
仏
の
ご
案
内

本
寿
院
に
あ
る
仏
様
の
胎
内
に

お
遺
骨
を
納
め
、
仏
様
を
お
墓

の
よ
う
に
祈
る
方
法
で
す
。

3
万
円
の
み
と
経
済
的
に
負
担

が
少
な
く
、
い
つ
で
も
お
参
り

が
で
き
ま
す
。

東京のお墓
呼
吸
を
数
え
て
心
を
集
中
さ
せ

る
「
数
息
観
」
を
行
い
、
心
を

調
え
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
ど

う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
椅
子

も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

■
毎
月
第
4
土
曜
日
朝
7
時

■
参
加
費：

無
料
（
予
約
制
）

■
指
導：

吉
村
副
住
職

本
寿
院
主
催
で
関
東
三
十
六
不

動
を
三
か
月
に
１
寺
ず
つ
ゆ
っ

く
り
と
巡
礼
し
て
お
り
ま
す
。

個
人
で
お
参
り
す
る
の
と
は
違

っ
て
、
団
体
で
参
拝
す
る
と
特

別
拝
観
や
法
話
・
体
験
な
ど
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
地
集
合
現
地
解
散
で
す
。

■
参
加
費：

２
，
０
０
０
円

■
日
程：

7
月
6
日
（
水
）

10
月
26
日
（
水
）

■
募
集
人
数：

30
名

■
担
当：

吉
村
副
住
職

本
寿
院
で
は
毎
日
「
つ
ち
ぼ
と

け
体
験
講
座
」
を
開
催
致
し
て

お
り
ま
す
。
う
ま
い
も
下
手
も

な
い
、
あ
な
た
の
手
か
ら
生
ま

れ
る
仏
さ
ま
。
思
い
を
こ
め

て
、
語
り
か
け
な
が
ら
こ
の
世

に
一
つ
の
つ
ち
ぼ
と
け
を
作
り

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

■
受
付:

毎
日

9
時
～
17
時

■
費
用:

お
一
人
一
尊

3
千
円

■
所
要
時
間：

約
60
分

■
予
約
不
要
。
但
し
、
混
み
あ

っ
た
場
合
、
お
待
ち
頂
く
事
も

ご

ざ

い

ま

す
。

女
性
限
定
の
仏
教
講
座
で
す
。

法
話
や
写
経
、
つ
ち
ぼ
と
け
な

ど
、
仏
教
に
触
れ
な
が
ら
尼
僧

と
お
話
の
会
。
体
に
優
し
い
薬

膳
茶
や
精
進
料
理
を
頂
き
な
が

ら
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
・
疑
問

・
お
悩
み
な
ど
に
お
答
え
す
る

時
間
も
ご
ざ
い
ま
す
。

■
毎
月
第
１
火
曜
日

19
時
～
20
時
半

■
参
加
費：

２
，
０
０
０
円

■
定
員：

８
名
（
予
約
制
）

■
講
師：

栗
原

道
廣
尼

呼
吸
と
と
も
に
身
体
を
伸
ば
し

て
い
き
ま
す
。
マ
ッ
ト
は
お
寺

に
用
意
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で

手
ぶ
ら
で
お
越
し
下
さ
い
。

■
毎
月
第
4
金
曜
日

19
時
半
～
21
時

■
参
加
費：

５
０
０
円

■
定
員：

５
名
（
予
約
制
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
け
こ
み
相
談
セ

ン
タ
ー
主
催
の
い
ろ
ん
な
お
話

を
し
な
が
ら
一
緒
に
ご
は
ん
を

食
べ
る
会
で
す
。
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

参
加
費
無
料
。

■
日
程：

6
月
13
日(

月)

19
時

11
月
14
日(

月)

19
時

■
場
所：

本
寿
院

関
東
三
十
六
不
動
巡
礼

座

禅

会

寺
ヨ
ガ

●第17回 新宿京王百貨店「つちぼとけ展示会」

日時：5月19日(木)～25日(水)

10時～20時

（最終日は16時まで）

会場：京王百貨店新宿店6階

（入場無料）

※25日は13時から投扇興を開催

●第14回 千葉流山ギャラリーよし「つちぼとけ展」

日時：8月20日(土)～9月4日(日)11時～19時

場所：流山市加４-１６９３-２（入場無料）

●第4回 横浜そごう「チャリティつちぼとけ展」

日時：10月1日(土)～4日(火)

10時～19時（最終日は16時まで）

会場：横浜そごう 9階(入場無料)

尼
カ
フ
ェ

つ
ち
ぼ
と
け
体
験
講
座

■
円
宗
院

平
塚
教
室

第
１
日
曜
日
10
時
～

写
経
を
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う
方
に

作
法
を
教
え
て
い
た
時
の
事
で
す
。

「
今
日
は
亡
く
な
っ
た
友
達
の
四
十
九

日
な
ん
で
す
」
と
言
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
れ
で
友
達
の
為
に
、
せ
め
て

写
経
を
と
思
い
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
来

院
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
「
と
て

も
良
い
こ
と
で
す
ね
。
お
友
達
も
き
っ

と
喜
ば
れ
ま
す
」
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、

そ
の
方
は
涙
ぐ
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

四
十
九
日
に
写
経
、
良
い
供
養
で
す

ね
。
ま
た
、
自
分
の
誕
生
日
に
写
経
を

さ
れ
た
方
が
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ご

両
親
に
感
謝
の
意
を
込
め
、
ま
た
自
分

に
も
感
謝
す
る
写
経
。
な
ん
て
素
晴
ら

し
い
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
以
前

の
法
話
で
自
分
の
誕
生
日
こ
そ
父
の

日
、
母
の
日
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

写
経
を
通
じ
て
感
謝
を
伝
え
る
、
そ
の

行
い
こ
そ
親
孝
行
の
誠
だ
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
方
が
写
経
に
訪
れ
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
写
経
を
し
、

お
よ
そ
1
時
間
、
無
心
に
筆
を
運
び
、

書
き
終
え
た
時
の
充
実
感
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
大
切
な
時
間
を
費
や
し
自
分

の
思
い
を
確
か
に
伝
え

る
、
そ
れ
も
写
経
の
功

徳
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
禅
道
）

ひ
と
こ
と
法
話

「
写
経
っ
て
な
ん
の
た
め
？
」

毎
月
第
2
日
曜
日

朝
9
時
よ
り
公
開

で
人
形
供
養
の
法

要
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
お
持
ち
く

だ
さ
る
か
、
郵
送

・
宅
急
便
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
受

付
は
毎
日
行
っ
て

お
り
ま
す
。

■
供
養
料:

5
千
円
程
度

（
三
辺
の
合
計

70
㎝
程
の
場
合
）

人形・遺品・仏壇供養受付

■
川
口
教
室

第
１
火
曜
日
13
時
～

■
北
千
住
教
室

第
２
木
曜
日
13
時
～

大
切
な
お
人
形
・
遺
品
に
感
謝
の
心

■
広
徳
寺

埼
玉
教
室

第
１
日
曜
日
13
時
～

■
横
浜
教
室

第
３
月
曜
日
13
時
～

■
東
京
都

6
月
6
日(

月)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
池
袋

8
月
5
日(

金)

セ
ブ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
西
新
井

9
月
9
日(

金)

サ
ン
ラ
イ
フ
八
王
子

9
月
15
日(

木)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
池
袋

10
月
14
日(

金)

サ
ン
ラ
イ
フ
八
王
子

11
月
11
日(

金)

サ
ン
ラ
イ
フ
八
王
子

■
神
奈
川
県

6
月
10
日(

金)

サ
ン
ラ
イ
フ
海
老
名

7
月
19
日(

火)

サ
ン
ラ
イ
フ
海
老
名

9
月
5
日(

月)

関
内
陵
苑

■
長
野
県

6
月
22
日(

水)

松
本
市

自
性
院

■
関
西

6
月
16
日(

木)

奈
良
教
室

6
月
17
日(

金)

大
津
教
室

11
月
17
日(

木)

奈
良
教
室

11
月
18
日(

金)

大
津
教
室

■
埼
玉
県

7
月
12
日(

火)

セ
ブ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
久
喜

人生・仏事無料相談

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
け
こ
み
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
人
生
・
仏
事
の
無
料
相
談
を
承
っ

て
お
り
ま
す
。
お
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お

話
く
だ
さ
い
。
面
談
を
希
望
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
・
面
談
・
電
話
に
て
相
談
受
付

写
経
と
は
古
く
は
お
釈
迦
様
の
教

え
を
一
字
書
い
て
は
三
回
お
拝
を

し
、
何
万
字
と
い
う
お
経
を
書
写

す
る
修
行
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
修
行
で
す

ね
。
本
寿
院
で
は
写
経
の
準
備
が

し
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
い
つ
で

も
写
経
体
験
が
で
き
ま
す
。

■
受
付:

毎
日

9
時
～
17
時

■
写
経
奉
納
料:

一
巻

千
円

■
所
要
時
間:

約
40
～
60
分

■
予
約
不
要
。
但
し
、
土
日
な
ど

混
み
あ
っ
た
場
合
、
お
待
ち
頂
く

事
も
ご
ざ
い
ま
す
。

■
ご
自
宅
で
写
経
さ
れ
た
い
方
は

写
経
用
紙
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

■
5
名
以
上
の
団
体
で
お
越
し
に

な
る
場
合
は
事
前
に
ご
予
約
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

０
３(

３
７
７
２)

８
８
８
９

●
初
め
て
写
経
を
し
ま
し
た
。
普

段
か
ら
飽
き
っ
ぽ
く
色
々
な
こ
と

を
考
え
て
し
ま
い
集
中
力
が
続
か

な
い
の
で
不
安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
思
っ
た
よ
り
も
集
中
し
て
出

来
、
終
わ
っ
た
後
は
清
々
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

●
普
段
、
あ
ま
り
字
を
書
く
こ
と

が
な
い
の
で
、
集
中
し
気
持
ち
を

こ
め
て
書
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

●
集
中
力
の
足
り
な
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
が
、
完
成
で
き
達
成
感
を

得
ま
し
た
。
ま
た
挑
戦
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

●
初
め
て
の
写
経
で
し
た
が
、
気

軽
に
で
き
て
集
中
し
て
書
い
て
い

た
ら
、
一
時
無
心
に
な
っ
た
よ
う

な
感
覚
で
し
た
。
書
き
終
え
た
後

は
気
持
ち
が
落
ち
着
き
ま
し
た
。

写
経
体
験

「
写
経
体
験
の
感
想
」

「
仏
の
心
を
写
す
」

■面談相談：第１・３木曜日

■電話相談：080(4329)8889

■メール相談：info@kakekomi.or.jp

一
杯
ご
は
ん
の
会

つちぼとけ展

■
東
北

10
月
20
・
21
日

宮
城
県
仙
台
市

11
月
25
日(

予
定)

福
島
県
郡
山
市


